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徳川幕府の旗本の持参金養子に関する一考察
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江
戸
時
代
前
中
期
を
中
心
に
姜
　
　
鶯
　
燕
　
　
　
は
じ
め
に
　
日
本
の
伝
統
的
な
家
族
は
「
家
」
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
直
系
家
族
で
あ
る
。
中
国
の
大
家
族
の
構
成
原
理
が
兄
弟
姉
妹
の
連
帯
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
家
は
父
　
息
子
の
継
承
線
で
構
成
さ
れ
る
。
実
子
ま
た
は
養
子
が
後
継
者
と
し
て
家
長
の
地
位
を
継
承
す
る
）
1
（
。
　
近
世
の
武
士
階
級
の
家
で
は
、
家
長
の
地
位
の
継
承
と
と
も
に
俸
禄
の
世
襲
も
な
さ
れ
て
い
た
。
後
継
者
不
在
に
よ
る
世
封
の
召
し
上
げ
は
、
す
な
わ
ち
家
の
断
絶
を
意
味
す
る
。
家
の
存
続
を
維
持
す
る
た
め
に
、
養
子
制
が
必
要
と
さ
れ
た
。
養
子
が
養
父
の
血
縁
者
で
あ
る
か
な
い
か
は
特
に
問
題
に
な
ら
な
い
し
、
実
際
に
、
全
く
の
他
人
を
養
子
に
迎
え
て
も
社
会
的
な
抵
抗
が
な
い
）
2
（
。
事
実
上
、
血
縁
関
係
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
幅
広
い
範
囲
で
の
養
子
選
定
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
異
姓
養
子
は
日
本
近
世
の
武
家
を
再
生
産
す
る
重
要
か
つ
不
可
欠
な
仕
組
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
）
3
（
。
　
長
門
国
清
末
藩
の
藩
士
を
分
析
対
象
と
し
、
武
家
の
養
子
制
と
階
層
移
動
に
つ
い
て
数
量
的
分
析
を
行
っ
た
磯
田
道
史
は
「
日
本
の
養
子
制
度
は
、
強
い
俸
禄
・
家
格
の
世
襲
制
と
組
み
合
わ
さ
っ
て
、
階
層
移
動
を
極
少
化
し
、
基
本
的
に
は
、
世
襲
身
分
制
社
会
の
安
定
装
置
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
の
結
論
を
出
し
た
が
、「
重
要
な
例
外
を
可
能
に
し
た
点
で
は
、
養
子
の
階
層
流
動
化
機
能
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
個
人
レ
ベ
ル
の
移
動
が
皆
無
で
は
な
か
っ
た
）
4
（
。
　
身
分
移
動
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
「
御
家
人
株
」
の
売
買
が
挙
げ
ら
れ
る
。
江
戸
幕
府
の
幕
臣
で
あ
る
御
家
人
の
身
分
は
物
権
化
さ
れ
て
売
買
の
対
象
と
な
り
、「
御
家
人
株
」
と
称
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
幕
末
勘
定
奉
行
と
し
て
活
躍
し
た
川
路
聖
謨
は
卑
賤
の
出
自
で
あ
っ
た
が
、
御
家
人
で
あ
る
「
御
徒
」
の
株
を
買
っ
て
異
例
の
出
世
を
遂
げ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
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